
 

 

 

 

 

 

 

 本書は、EX-TREND武蔵 のCADの各種コマンドの機能を知ってもらう 

ために、小構造物図を新規に作成する方法を例に解説しています。 

本書で解説している以外にもいろいろな機能を用いて図面を 

完成させることができますが、まずこのマニュアルを利用 

して建設CADを触ってみてください。 

操作例では、ボックスカルバート、重力式擁壁、境界 

ブロック、U型側溝を例に解説しています。 

小構造物図の作成例 

※解説内容がオプションプログラム
の説明である場合があります。 
ご了承ください。 
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１ ．用紙・縮尺・座標系・入力単位の設定 

1 用紙・縮尺・座標系・ 
入力単位の設定 

 
１－１ 
 

［建設CAD］を起動する 
建設CADを起動して各設定をおこないます。 

2 

新規に工事を作成する場合は［新規工事］をクリックし、

工事の詳細情報などを入力してください。 

詳しくは、「\FcApp\各種資料（土木）\武蔵\入門編」

の中の「001_はじめてみよう！インデックス.pdf」を参照 

してください。 

プログラムを起動します。本書ではWindows8.1における操作例で解説します。 

Windows7をお使いの方は、画面左下の［スタートボタン］ 

－［すべてのプログラム］－［FukuiComputerApplication］

－［EXｰTREND武蔵  2015］－［インデックス］をクリックして

起動することができます。 

1 

1 

2 

［EXｰTREND武蔵 インデックス］を

ダブルクリックします。 

既存の［サンプル工事］をダブル

クリックします。 

次ページへ 
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１ ．用紙・縮尺・座標系・入力単位の設定 

 単独起動について 

EX-TREND 官公庁をお使いの方は［建設 CAD］からの単独起動となります。 

EX-TREND 武蔵をお使いの方も、インストール時の設定で単独起動することができます。 

単独起動については、「\FcApp\各種資料（土木）\武蔵\入門編」の中の 

「013_ナビちゃんのつぶやき（CAD）.pdf」の「02 CAD を単独起動するには？」（P.2）を 

参照してください。 

5 

4 

3 

初期状態では、CAD画面の背景色は

黒色ですが、本書では解説のため白色

に設定しています。 

3 

4 

5 

［武蔵データ］をクリックします。 

 
［建設CAD］をクリックします。 

 
［新しいデータを作成するには、 

ここをダブルクリックしてください。］

をダブルクリックします。 
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１ ．用紙・縮尺・座標系・入力単位の設定 

用紙をA2（横）に設定します。 

ここでは、用意されている用紙設定を読み込む操作で解説します。 

1 

選択した用紙設定が反映さ

れていることが確認できます。 

2 

3 

4 

5 

6 

１－２ 
 

用紙を設定する 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

［設定］をクリックします。 

［用紙設定］をクリックします。 

［読込み］をクリックします。 

［45 A2（横）］をクリックします。 

［OK］をクリックします。 

［OK］をクリックします。 
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１ ．用紙・縮尺・座標系・入力単位の設定 

1 

入力時の座標系を「数学系」に設定します。 

2 

3 

3 

入力するための基本縮尺を1/20と設定します。 

1 

2 

4 

5 

追加した縮尺が現在の縮

尺となり、ツールバーの

［縮尺］に表示されます。 

１－３ 
 

座標系を設定する 

１－４ 
 

縮尺を設定する 

1 

2 

3 

［設定］をクリックします。 

 
［入力モード］をクリックします。 

 
［数学系］をクリックします。 

 

1 

2 

3 

4 

5 

［設定］をクリックします。 

［縮尺設定］をクリックします。 

［追加］をクリックします。 

追加したセルの［縦縮尺］［横縮

尺］に「20」と入力します。 

［OK］をクリックします。 
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１ ．用紙・縮尺・座標系・入力単位の設定 

 

ツールバーの［入力単位］ボックス

を「現場系mm」に設定します。 

（本書では確認のみ） 

数値入力時の入力単位を「現場系mm」と設定します。（本書では確認のみ） 

1 

１－５ 
 

入力単位を設定する 

1 
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２ ．ボックスカルバートの入力例 

［汎用］－［四角形］コマンドで四角形の基礎を入力します。 

1 

用紙の左上に右の図のようなボックスカルバートを入力します。（P.1 サンプル図を参照） 

本書での操作手順および使用コマンドは、以下に記載しています。 

 
【操作手順】 

1． 基礎を入力する。（［汎用］－［四角形］コマンド） 

２． ボックスカルバートの外面を入力する。（［汎用］－［線］コマンド） 

３． ボックスカルバート内面を入力する。（［汎用］－［連続平行］コマンド） 

４． ボックスカルバート内面のコーナーを面取りする。（［編集］－［面取］コマンド） 

５． 寸法線を入力する。（［寸法線］の各コマンド） 

６． 図面名称を入力する。（［汎用］－［文字］コマンド） 

［水平四角形］チェックはオン 

2 

5 

3 4 

2 ボックスカルバートの入力例 

２－１ 
 

基礎を入力する 

1 

2 

3 

4 

5 

［汎用］をクリックします。 

［四角形］をクリックします。 

基礎の配置位置をクリックします。 

インプットバーの［縦幅］ボックスに、基礎高である「300」と入力します。 
 

インプットバーの［横幅］ボックスに、基礎幅である「1800」と入力します。 
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２ ．ボックスカルバートの入力例 

1 

2 

［XY入力］オプションがオン 

座標補正された位置

が始点となるような連

続線のラバーバンドが

表示されます。 

ボックスカルバートの外面を入力します。 

前記で解説した基礎同様、［四角形］コマンドで入力することもできますが、ここでは、コマンドバーの［汎用］－
［線］－［連続線］コマンドを使用して解説します。 

始点は、入力済みの基礎の端点を基準として座標補正で決定し、順に XY 入力をおこないます。 

3 

6 

12 

 
11 

 

4 

5 

8 

9 

7 

10 

 

２－２ 
 

ボックスカルバートを入力する 

外面の入力 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

［汎用］をクリックします。 

［線］をクリックします。 

［連続線］をクリックします。 

［座標補正（DXDY）］をオ

ンにします。 

基礎の端点を正確にピック

するため［ピック：交点］が 

オンであることを確認します。 

基礎の左上端点をクリック

します。 

［連続使用］のチェックを外

します。 

［DX］ボックスに「100」と

入力します。 

［OK］をクリックします。 

［XY入力］オプションをオン

にします。 

［⊿X］ボックスに「0」、［⊿

Y］ボックスに「1600」を入

力します。 

［入力］をクリックします。 
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２ ．ボックスカルバートの入力例 

14 

 
13 

 

15 

 

16 

 

17 

 

13 

14 

15 

16 

17 

［⊿X］ボックスに「1600」、

［⊿Y］ボックスに「0」を入

力します。 

［入力］をクリックします。 

［⊿X］ボックスに「0」、［⊿

Y］ボックスに「-1600」を入

力します。 
 
［入力］をクリックします。 

 

［終了］をクリックします。 

連続線が確定入力され、

操作を終了します 
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２ ．ボックスカルバートの入力例 

ボックスカルバートの内面を入力します。 

ここでは、コマンドバーの［汎用］－［連続平行］コマンドを使用して、外面からのオフセットを指定しての入力方法を
解説します。 

［ピック：交点］がオン 

2 

1 

3 

6 

5 8 

7 

9 

オフセット方向

の確認 

4 

内面の入力 

1 

2 

3 

4 

5 

［汎用］をクリックします。 

［連続平行］をクリックします。 

［距離1］ボックスに「300」

と入力します。 

内面には、外面からのオフ

セットを指定して閉合した

四角形を入力するため、

［閉合］チェックをオンにしま

す。 

6 7 8 

［ピック：交点］がオンであ

ることを確認して、左の図の

ように、外面の各端点を順

にクリックします。 

 

9 ［OK］をクリックします。 
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２ ．ボックスカルバートの入力例 

［編集］をクリックします。 

インプットバーの［線面取］

オプションをオンにします。 

入力した内面の各コーナーの面を取ります。 

ここでは、コマンドバーの［編集］－［面取］コマンドを使用して解説します。 

2 

1 

6 

5 

4 

7 8 

9 

3 

内面の面取 

［面取］をクリックします。 

1 

2 

3 

4 

6 

7 

5 

対象線分の１本目と２本目

をクリックします。 

8 

9 

［距離］ボックスに「200」と

入力します。 

［せん除長］オプションをオ

ンにします。 

［OK］をクリックします。 

上記③～⑦の操作を繰り

返し、左の図のように、残り

３箇所のコーナーも面を取

ります。 
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２ ．ボックスカルバートの入力例 

1 

4 

上部に水平方向の寸法線を入力します。 

いろいろな入力方法がありますが、ここでは、コマンドバーの［寸法線］－［点間］－［水平垂直］コマンドを使用して
解説します。 

3 

2 

5 

２－３ 
 

寸法線を入力する 

上部に水平方向の寸法を入力 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

［寸法線］をクリックします。 

［点間］をクリックします。 

［水平垂直］をクリックします。 

インプットバーの各種設定

を確認・設定し、［詳細設

定］をクリックます。 

［寸法値］ページで、左の図

のように設定します。 

［補助線］タブをクリックし

ます。 

［補助線］ページで、左の図

のように設定します。 

［OK］をクリックします。 

6 

7 

8 
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２ ．ボックスカルバートの入力例 

配置位置をクリックします。 

12 

 
13 

 
14 

 

9 

15 

 

17 

 

16 

 

11 

 

10 

 

9 

10 

11 

12 13 14 15 

16 

17 

インプットバーから［丸め設

定］をクリックします。 

［寸法］タブをクリックして、

［距離］を［0桁］に設定しま

す。 

 
［OK］をクリックします。 

 

［ピック：交点］がオンであ

ることを確認して、補助線

の対象点を順にクリックしま

す。 

マウスの右ボタンを押して

表示されるポップアップメ

ニューの［OK］をクリックし

ます。 
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２ ．ボックスカルバートの入力例 

左側に垂直方向の寸法線を入力します。 

ここでは、前ページに引き続き［寸法線］－［点間］－［水平垂直］コマンドで、ボックスカルバートの垂直方向の寸
法線を入力し、基礎部分は［寸法線］－［要素］－［直線］コマンドを使用して、入力済みのボックスカルバートの寸
法線に合わせて配置する操作を解説します。 

4 

7 

5 

6 

1 

2 

3 

左側に垂直方向の寸法を入力 

1 

2 

3 

4 

6 

7 

5 

インプットバーの各種設定

を確認し、［詳細設定］をク

リックます。 

［寸法値］ページで、［合計

寸法］のチェックをオフにし

ます。 

［OK］をクリックします。 

［ピック：交点］がオンであ

ることを確認して、補助線

の対象点を順にクリックしま

す。 

マウスの右ボタンを押して

表示されるポップアップメ

ニューの［OK］をクリックし

ます。 

配置位置をクリックします。 
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２ ．ボックスカルバートの入力例 

10 

 

8 

9 

11 

 

12 

 

8 

9 

10 

11 

12 

［寸法線］をクリックします。 

［要素］をクリックします。 

［直線］をクリックします。 

インプットバーの各種設定

を確認し、基準となる線分

をクリックます。 

［ピック：交点］または［ピッ

ク：端点］がオンであること

を確認して、配置位置をク

リックします。このときボック

スカルバートの寸法線と合

わせるため、入力済みの寸

法線の端点をクリックしま

す。 
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２ ．ボックスカルバートの入力例 

前ページと同様の操作で、

基礎下端の水平方向の合

計寸法線を入力します。 

左側に垂直方向の寸法線を入力します。 

ここでは、前ページに引き続き［寸法線］－［点間］－［水平垂直］コマンドで、ボックスカルバートの垂直方向の寸
法線を入力し、基礎部分は［寸法線］－［要素］－［直線］コマンドを使用して、入力済みのボックスカルバートの寸
法線に合わせて配置する操作を解説します。 

2 

1 

4 

3 

6 

5 

7 

前ページに引き続き、

［寸法線］－［要素］－

［直線］コマンド使用。 

8 

下部に水平方向の寸法を入力 

1 2 

3 

4 

5 

6 

［寸法線］をクリックします。 

［分割］をクリックします。 

分割する寸法線をクリック

します。 

7 

［ピック：端点］がオンであ

ることを確認し、分割する位

置をクリックします。このとき

ボックスカルバートと基礎の

交点部分をクリックします。 

8 マウスの右ボタンを押して

表示されるポップアップメ

ニューの［OK］をクリックし

ます。 
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２ ．ボックスカルバートの入力例 

［寸法線］－［要素］－［直線］コマンドで水平寸法と垂直寸法を一括で入力します。 

2 

5 

3 

7 

6 

8 

4 

10 

 

1 

9 

面取り寸法を入力 

1 

2 

3 

4 

5 

［寸法線］をクリックします。 

［要素］をクリックします。 

［直線］をクリックします。 

インプットバーの各種設定

を確認し、［水平・垂直］の

チェックをオンにします。 

［詳細設定］をクリックしま

す。 

6 

7 

8 

9 

10 

［補助線］タブをクリックしま

す。 

［ストレッチ］のチェックをオ

ンにします。 

［OK］をクリックします。 

基準となる線分をクリックし

ます。 

配置位置をクリックします。 

1177  



 

２ ．ボックスカルバートの入力例 

 
［汎用］－［文字］－［文字列］コマンドで図面名・縮尺を文字列で入力します。 

2 

1 

7 

4 

6 

5 

２－４ 
 

図面名・縮尺を文字列で入力する 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

［汎用］をクリックします。 

［文字］をクリックします。 

［文字列］をクリックします。 

インプットバーの［文字列］

ボックスに、「ボックスカルバ

ート」と入力します。 

インプットバーの各種設定

を確認し、配置位置をクリッ

クします。 

インプットバーの［文字列］

ボックスに「1：20」と入力し

ます。 

配置位置をクリックします。 

3 
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３ ．重力式擁壁の入力例 

［汎用］－［四角形］コマンドで四角形の基礎を入力します。 

操作方法については、前記ボックスカルバートの「基礎を入力する」（P.7）を参照してください。 

用紙の右上に下の図のような重力式擁壁を入力します。（P.1 サンプル図を参照） 

操作例では、はじめにサンプル図の左側の重力式擁壁を入力した後、変形コマンドを使用して、右側の重力式擁
壁に変更し数量表を追加して完成させます。 

本書での操作手順および使用コマンドは、以下に記載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【操作手順】 

1． 基礎を入力する。（［汎用］－［四角形］コマンド） 

２． 重力式擁壁を入力する。（［汎用］－［線］コマンド） 

３． 寸法線を入力する。（［寸法線］の各コマンド） 

４． 重力式擁壁の形状を変更する。（［編集］－［変形］コマンド） 

５． 数量計算表を入力する。（［土木］－［表配置］コマンド） 

６． 図面名称を入力する。（［汎用］－［文字］コマンド） 

［横幅］ボックス 「1200」 

［縦幅］ボックス 「200」 

3 重力式擁壁の入力例 

３－１ 
 

基礎を入力する 
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３ ．重力式擁壁の入力例 

1 

2 

［汎用］－［線］－［連続線］コマンドで重力式擁壁を入力します。始点は、入力済みの基礎の端点を基準として座
標補正で決定し、順に入力をおこなっていきます。 

3 

6 

8 

10 

 
11 

 

13 

 
14 

 

15 

 

4 

5 

7 

9 

12 

 

３－２ 
 

重力式擁壁を入力する 

2 

3 

4 

5 

6 

1 ［汎用］をクリックします。 

［線］をクリックします。 

［連続線］をクリックします。 

［座標補正（DXDY）］をオ

ンにします。 

基礎の端点を正確にピック

するため［ピック：交点］が 

オンであることを確認します。 

基礎の左上端点をクリック

します。 

7 

8 

［DX］ボックスに「100」と

入力します。 

［OK］をクリックします。 

9 

10 

11 

12 

13 

［距離・勾配］オプションを

オンにします。 

［長さ］の設定を「2000」

「縦」にします。 

［勾配 ］の設定を「 0.2 」

「比」にします。 

［入力］をクリックします。 

 

14 

15 

［XY入力］オプションをオン

にします。 

［⊿X］ボックスに「350」、

［⊿Y］ボックスに「0」と入力

します。 

［入力］をクリックします。 
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３ ．重力式擁壁の入力例 

16 

 

18 

 
19 

 
20 

 

17 

 

［座標補正］ダイアログの

［連続使用］のチェックを外

します。 

16 

17 

18 

19 ［OK］をクリックします。 

［DX］ボックスに「－100」と

入力します。 

基礎の右上端点をクリック

します。 

20 ［終了］をクリックします。 
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３ ．重力式擁壁の入力例 

［寸法線］－［勾配］コマンドで左側の外面に勾配を入力します。 

2 

4 

いろいろな入力方法がありますが、ここでは、［寸法線］－［要素］－［直線］コマンドで上部に水平方向の寸法線を
入力します。 

1 
3 

1 

2 

3 

4 

インプットバーの

各種設定を確認 

5 

３－３ 
 

寸法を入力する 

勾配の入力 

上部に水平方向の寸法を入力 

1 

2 

3 

4 

［寸法線］をクリックします。 

［勾配］をクリックします。 

インプットバーの［要素指

定］をオンにします。 

各種設定を確認し、対象

線分をクリックします。 

1 

2 

3 

4 

5 

［寸法線］をクリックします。 

［要素］をクリックします。 

［直線］をクリックします。 

インプットバーの各種設定

を確認し、基準となる線分

をクリックます。 

配置位置をクリックします。 

2222  



 

３ ．重力式擁壁の入力例 

左側に垂直方向の寸法線を入力します。 

2 

1 

6 

5 

4 

インプットバーの各種設定や［ピック：交点］がオンであることを確認 

3 

8 

7 

左側に垂直方向の寸法を入力 

1 

2 

3 

4 5 6 

7 

8 

インプットバーの設定やツ

ールバーの［ピック：端点］

がオンであることを確認し

て、補助線の対象点を順に

クリックします。 

ポップアップメニューの

［OK］をクリックします。 

配置位置をクリックします。 

［寸法線］をクリックします。 

［点間］をクリックします。 

［水平垂直］をクリックしま

す。 
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３ ．重力式擁壁の入力例 

［寸法線］－［点間］－［水平垂直］コマンドで下部に水平方向の寸法線を入力します。 

なお、前記ボックスカルバートの入力例における「下部に水平方向の寸法を入力」の操作でも同様の結果を得る
ことができます。（P.16 参照） 

2 

1 

3 

4 

7 

8 5 

6 

9 

下部に水平方向の寸法を入力 

1 

2 

3 

4 

5 6 7 8 

9 

10 

［詳細設定］をクリックしま

す。 

［補助線］ページに切り替

えます。 

［ストレッチ］のチェックをオ

フにします。 

［OK］をクリックします。 

インプットバーの設定やツ

ールバーの［ピック：端点］

がオンであることを確認し

て、補助線の対象点を順に

クリックします。 

 
ポップアップメニューの

［OK］をクリックします。 

配置位置をクリックします。 

10 

 

2244  



 

３ ．重力式擁壁の入力例 

1 

5 

重力式擁壁の下端の寸法が、「1000」から「1400」になるように、右方向に形状を変形します。また、［編集］－
［変形］－［変形］コマンドで寸法の値も変更します。 

3 

2 

6 

8 

12 

 

11 

 

基礎の右上を 

基準点として

います。 

基礎も含めて重力式擁壁の下端の

形状が変形されます。同時に重力

式 擁 壁 の 下 端 の 寸 法 線 も 、

「1000」から「1400」になります。 

4 

10 

 

３－４ 
 

重力式擁壁の形状を変更する 

下端の形状を変更 

1 

2 

3 

4 

5 6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

［編集］をクリックします。 

［変形］をクリックします。 

［変形］をクリックします。 

インプットバーの設定を左

の図のように変更します。 

変形の対象部分の１点目と

２点目を対角にクリックしま

す。 

［ピック：交点］がオンであ

ることを確認して、変形の

基準点をクリックします。 

 
ツールバーの［座標補正

（DXDY）］をオンにします。 

再度、基礎の右上端点をク

リックします。 

［座標補正］ダイアログの

［連続使用］のチェックを外

します。 
 
［DX］ボックスに「400」と

入力します。 
 
［OK］をクリックします。 
 

9 
7 
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３ ．重力式擁壁の入力例 

重力式擁壁の上端の形状

が変形されます。同時に重

力式擁壁の上端の寸法線

も、「350」から「400」にな

ります。 
 

［編集］－［変形］－［変形（寸法訂正）］コマンドで、重力式擁壁の上端の寸法が「350」から「400」になるように、
右方向に形状を変形します。 

2 

1 

3 

5 

7 

8 

4 

6 

上端の形状を変更 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

［編集］をクリックします。 
 
［変形］をクリックします。 
 
［変形（寸法訂正）］をクリッ

クします。 
 
変形の対象となる寸法線

をクリックします。 

［寸法値］ボックスに「400」

と入力します。 

［OK］をクリックします。 

［OK］をクリックします。 

変形の対象となる要素の

端点をクリックします。 
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３ ．重力式擁壁の入力例 

2 

6 

5 

3 

数量計算表を入力します。 

［土木］－［表配置］コマンドで EXCEL に記載されている数量計算表を読み込み、配置します。 

4 

入力例で使用するxls（「重力式擁壁

数量 .xls」）ファイルは、「\FcApp\各

種資料（土木）\武蔵\入門編（サンプ

ルデータ）\5_建設CAD」フォルダーに

あります。 

選択したEXCELファイルを直接

開いて確認することができます。 
7 

３－５ 
 

数量計算表を入力する 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

［土木］をクリックします。 
 
［表配置］をクリックします。 
 
［ EXCEL ］ グループから

［読込み］をクリックします。 

［ファイルの場所］ボックス

で、読み込みたいEXCEL

ファイルが格納されている

フォルダーを選択します。 

「重力式擁壁数量 .xls」を

選択します。 

［開く］をクリックします。 

読み込むシートなど各種設

定を確認して、［OK］をクリ

ックします。 

1 

2277  



 

３ ．重力式擁壁の入力例 

8 

9 

この位置をマウスで

ドラッグして、ダイア

ログを広げることが

できます。 

10 

 

必要に応じて、列

や行の幅を調整

してください。 

8 

9 

10 

［OK］をクリックします。 

表の配置位置をクリックします。 

［終了］をクリックします。 
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３ ．重力式擁壁の入力例 

 

「1：20」など履歴として残って

いますので、リストから選択する

と効率的な作業をおこなうこと

ができます。 

［汎用］－［文字］－［文字列］コマンドで図面名・縮尺を文字列で入力します。 

操作方法については、前記ボックスカルバートの「図面名・縮尺を文字列で入力する」（P.18）を参照してください。 

重力式擁壁 GW20 

1：20 

３－６ 
 

図面名・縮尺を文字列で入力する 

2299  



 

４ ．境界ブロックの入力例 

1 

用紙の左下に右の図のような境界ブロックを入力します。（P.1 サンプル図を参照） 

操作例では、あらかじめ用意されているパラメトリック部品から選択して配置した後、 
Ｒの面取りなどで追加変更して完成させます。 

本書での操作手順および使用コマンドは、下に記載しています。 

 
【操作手順】 

1． パラメトリック部品から選択して配置する。（［土木］－［パラメトリック］コマンド） 

２． Rの面取りをする。（［編集］－［面取］コマンド） 

３． Rの面取り寸法を入力する。（［寸法線］－［半径］コマンド） 

4． 図面名称を入力する。（［汎用］－［文字］コマンド） 

スクロールバーを移動

して選択します。 

2 

4 

［土木］－［パラメトリック］コマンドでパラメトリック部品から境界ブロックを選択します。 

5 

3 

4 境界ブロックの入力例 

４－１ 
 

パラメトリック部品を配置する 

パラメトリック部品の選択 

1 

2 

3 

4 

5 

［土木］をクリックします。 

［パラメトリック］をクリックします。 

［グループ］ボックスから［境界ブロック］をクリックします。 
 
［部品一覧］ボックスから［境界ブロック3］をクリックします。 
 
［OK］をクリックします。 

3300  



 

４ ．境界ブロックの入力例 

 

2 

追加した縮尺が現在の縮尺となり、ツール

バーの［縮尺］に表示されます。 

［縮尺追加］をクリックしま

す。 

ここで寸法線に関する各種設定

をおこなうことができます。 

入力例では、境界ブロックを 1/10 で入力するため、ここで縮尺を追加します。 

4 

1 

寸法線の有無や寸法値の設定を確認します。 

2 

3 

1 

縮尺の追加 

寸法線に関する設定 

1 

2 

3 

4 

［追加］をクリックします。 

追加されたセルの［縦縮

尺］［横縮尺］に「10」と入

力します。 

［OK］をクリックします。 

1 

2 

［出力寸法］［寸法線要素

で作成］のチェックをオンに

します。 

寸法値や寸法線の詳細を

設定します。入力例では、

確認のみとします。 
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４ ．境界ブロックの入力例 

設定した内容でパラメトリック部品を配置します。 

1 

3 

2 

4 

パラメトリック部品の配置 

1 

2 

3 

4 

［OK］をクリックします。 

配置位置をクリックします。 

［キャンセル］をクリックしま

す。 
［部品選択］ダイアログへ

戻ります。 

［キャンセル］をクリックしま

す。 

3322  



 

４ ．境界ブロックの入力例 

1 

4 

［編集］－［面取］コマンドで、配置した境界ブロックに R の面を取ります。 

5 
2 

3 

8 

7 

6 

４－２ 
 

Rの面取りをする 

1 

2 

3 

4 

6 

7 

8 

5 

［編集］をクリックします。 

［面取］をクリックします。 

インプットバーの［円面取］

オプションをオンにします。 

対象線分の１本目と２本目

をクリックします。 

［距離］ボックスに「30」と

入力します。 

［R］オプションをオンにしま

す。 

［OK］をクリックします。 

3333  



 

４ ．境界ブロックの入力例 

作成したRの面取りを利用して、Rの寸法線を作成します。 

ここでは、［寸法線］－［半径］－［R寸法］コマンドを使用して解説します。 

［寸法線］をクリックします。 

2 

1 

3 

4 

5 

6 

４－３ 
 

Rの寸法線を作成する 

［円弧半径］をクリックします。 

1 

2 

3 

4 

6 

5 

インプットバーの各種設定

を確認して、Rの線分をクリ

ックし、寸法線の配置方向

をクリックします。 

方向が確定されます。 

寸法線の配置位置をクリッ

クします。 

R寸法線が入力されます。 

［半径］をクリックします。 

3344  



 

４ ．境界ブロックの入力例 

 
［汎用］－［文字］－［文字列］コマンドで図面名・縮尺を文字列で入力します。 

操作方法については、前記ボックスカルバートの「図面名・縮尺を文字列で入力する」（P.18）を参照してください。 

境界ブロック 

1：10 

４－４ 
 

図面名・縮尺を文字列で入力する 
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５ ．Ｕ型側溝の入力例 

1 

用紙の右下に下の図のようなU型側溝を入力します。（P.1 サンプル図を参照） 

操作例では、あらかじめ用意されている部品からU型側溝を選択して、図形と数量計算表を配置した後、修正コマ
ンドで変更して再配置します。また、基礎部分に割ぐりのハッチングを入力して完成させます。 

本書での操作手順および使用コマンドは、以下に記載しています。 

 
【操作手順】 

1． 部品からU型側溝を選択して図形と数量計算表を配置する。 

（［土木］－［数量計算］コマンド） 

２． 配置したU型側溝の寸法値を訂正する。 

（［土木］－［数量訂正］コマンド） 

３． 基礎にハッチングを入力する。 

（［土木］－［ハッチング］コマンド） 

4． 図面名称を入力する。 

（［汎用］－［文字］コマンド） 

2 

4 

あらかじめ用意されている部品から U 型側溝を選択します。 

5 

3 

5 U 型側溝の入力例 

５－１ 
 

U型側溝の部品と数量計算書を配置する 

部品の選択 

1 

2 

3 

4 

5 

［土木］をクリックします。 

［数量計算］をクリックします。 

［グループ］ボックスから［U型側溝］をクリックします。 
 
［部品一覧］ボックスから［U型側溝 PU1型］をクリックします。 
 
［OK］をクリックします。 
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５ ．Ｕ型側溝の入力例 

2 

あらかじめ登録されている規格寸法の U 型側溝を検索して、寸法値を読み込みます。 

入力例では、「PU1-B300-H360」を検索して寸法値を読み込みます。 

3 

［延長］ボックスに「10」と

入力します。 

 

配置する数量計算書の内容を設定します。 

1 

2 

1 

3 

数量計算書の内容の設定 

配置する規格の検索 

1 

2 

3 

［検索］をクリックします。 

「PU1-B300-H360」を選

択します。 

［OK］をクリックします。 

［図形を配置］のチェックを

オンにします。 

 

1 

2 

3 

［OK］をクリックします。 
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５ ．Ｕ型側溝の入力例 

U 型側溝の図形と数量計算表を連続配置します。 

4 

2 

5 

1 

3 

図形と数量計算表の連続配置 

1 

2 

3 

4 

5 

［数量計算書作成］ダイア

ログの［作成］をクリックしま

す。 

図形の配置位置をクリック

します。 
U型側溝の図形が配置さ

れ、続けて数量計算表のラ

バーバンドが表示されま

す。 

数量計算表の配置位置を

クリックします。 

ここでは、配置処理を終了

するため［キャンセル］をクリ

ックします。 

［キャンセル］をクリックしま

す。 
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５ ．Ｕ型側溝の入力例 

1 

［土木］－［数量訂正］コマンドで、配置した U 型側溝の寸法値を訂正します。 

入力例として、U 型側溝の底厚を「65」から「60」に変更して再配置します。 

5 

2 

3 

6 

［底 厚 ］を 「 65 」 か ら

「60」に変更。 

［底厚］の寸法が「65」から「60」に変更さ

れ、図形も垂直方向に縮小されています。 
8 

4 

7 

５－２ 
 

配置したU型側溝の寸法値を訂正する 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

［土木］をクリックします。 

［数量訂正］をクリックしま

す。 

訂正するU型側溝をクリッ

クします。 

［底厚］の［値］セルを「65」

から「60」に変更します。 

［OK］をクリックします。 

内容を確認して、［作成］を

クリックします。 

図形の配置位置をクリック

します。 

入力例では、同じ位置に配

置しています。 

図形が再配置され、続けて

数量計算表のラバーバンド

が表示されます。 

数量計算表の配置位置を

クリックします。 

入力例では、ほぼ同じ位置

に配置しています。 
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５ ．Ｕ型側溝の入力例 

［土木］－［ハッチング］コマンドで基礎の四角形部分に割ぐりのハッチングを入力します。 

ここでは、中の部分を省略した両端部分のみの入力方法を解説します。 

1 

3 

5 

2 

［ピック：交点］［ピック：

線上］をオン。 

7 

6 

8 

9 

［配置方法］ボックスは「四角形」

［枠あり］チェックはオフ 

4 

５－３ 
 

基礎に割ぐりのハッチングを入力する 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 9 

［土木］をクリックします。 

［ハッチング］をクリックします。 

［砂・石］タブをクリックします。 

［割ぐり］を選択します。 

［OK］をクリックします。 

インプットバーの［配置方

法］ボックスが「四角形」で

あることを確認し、［枠あり］

のチェックをオフにします。 

基礎のライン上を正確に指

定するため、ツールバーの

［ピック：交点］［ピック：線

上］をオンにします。 

ハッチングする範囲の1点

目と2点目を対角にクリック

します。 
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５ ．Ｕ型側溝の入力例 

 閉合図形を指定して基礎部分全体にハッチングを入力する 

上記のように２点対角指定で入力しても構いませんが、下図のように、［配置方法］ボックスを「閉合図形」、［枠

あり］のチェックをオフにし、ハッチングしたい閉合図形（例では四角形）をクリックするとより効率的です。 

10 

 

11 

 

10 11 

前ページと同様の操作で、

もう一方のハッチングする

範囲の1点目と2点目を対

角にクリックします。 
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５ ．Ｕ型側溝の入力例 

 
［汎用］－［文字］－［文字列］コマンドで図面名・縮尺を文字列で入力します。 

操作方法については、前記ボックスカルバートの「図面名・縮尺を文字列で入力する」（P.18）を参照してください。 

U型側溝 PU1型 

1：10 

「1：10」など履歴として残っていま

すので、リストから選択すると効率的

な作業をおこなうことができます。 

５－４ 
 

図面名・縮尺を文字列で入力する 
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６ ．図面の印刷 

 印刷プレビューでの確認 

入力例では、直接［印刷］コマンド処理をおこない

ましたが、［ファイル］－［印刷プレビュー］コマンドで

印刷イメージを確認してから印刷すると、より正確

な印刷をおこなうことができます。 

プリンター名、印刷範囲、印刷部数を設定して、編集した図面を印刷します。 

必要に応じて、編集した図面データをプリンターやプロッターなどで印刷します。 

1 

2 

3 

4 

このボタンをクリックして表

示されるダイアログで、線

種、ペン、フォントなど出力

に関する各種設定をおこ

なうことができます。 

6 図面の印刷 

６－１ 
 

図面を印刷する 

1 

2 

3 

4 

［ファイル］をクリックします。 

［印刷］をクリックします。 

使用するプリンター名、印刷

範囲、印刷部数などを設定し

ます。 

［OK］をクリックします。 
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６ ．図面の印刷 

 印刷範囲の設定について 

図面に印刷範囲を設定することによって、出力したい部分だけをピックアップして印刷することができます。 

本書では、「A2（横）」の用紙で図面を作成しましたが、印刷範囲を設定して入力した部分のみを小さいサイズ

の用紙に簡単に出力することができます。必要部分のみを出力してやりとりする場合などに有効な方法です。 

下の操作例は、「A4（横）」で印刷範囲を指定しています。 

 

この操作解説は、印刷範囲の設定部分を確認する

ために［ファイル］－［印刷プレビュー］を実行した状態

を表しています。 

6 

2 

1 3 

4 

5 
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７ ．データの保存 

 他のデータ形式で保存する場合には 

DXF や SFC など他のデータ形式で保存する場合は、［ファイル］－［外部ファイルへ保存］コマンドを使用します。 

［詳細設定を行う］の

チェックをオンにすると

［OK］クリック後［SXF

書込み設定］ダイアロ

グが表示され、朱書き

データ、ラスタデータ

などの処理や、非表示

データを出力する、し

ないの設定がおこな

えます。 

 上書き保存について 

上書き保存を実行すると、前回保存

したデータに上書きされ、前回のデー

タはなくなります。 

前回のデータを残す場合は、［ファイ

ル］－［名前を付けて保存］コマンドを

使用してください。 

データを保存します。 

編集データをEX-TREND武蔵のデータとして保存します。 

編集途中であっても、こまめに保存することで、不慮の事故によってシステムダウンした場合に影響が少なくて済み
ます。各プログラムでデータを入力・変更したときは、各プログラムを終了するたびに保存することをお勧めします。 

1 

2 

3 

4 

［建設CAD］を単独で起動した場合は、［イン

デックス］から起動した場合とデータの保存

場所が異なるので注意してください。 

5 

7 データの保存 

７－１ 
 

データを保存する 

1 

2 

3 

4 

5 

［ファイル］をクリックします。 

［名前を付けて保存］をクリックします。 

保存するフォルダー（格納先）を設

定します。 

［ファイル名］ボックスにファイル名を

入力します。 

［保存］をクリックします。 

4455  



 

７ ．データの保存 

 自動バックアップについて 

自動バックアップの設定は、［ツール］－［オプション］コマンドを実行し［オプション］ダイアログの［バックアップ］ペ

ージでおこないます。 

［自動バックアップを行う］ 

設定した時間が経過すると、自動的にデータを保存します。このファイルの保存は［ファイル］－［名前を付けて保

存］コマンドや［ファイル］－［上書き保存］コマンドとは別物です。自動バックアップで作られるデータは

EX-TREND 武蔵が正常終了したときには残っていません。正常終了しなかった場合、次の起動時に自動バック

アップで保存したデータを読み込むかどうかを選択できます。選択しない場合は自動バックアップデータを削除し

ます。 

［データ保存時に履歴を残す］ 

同ファイル名で［ファイル］－［名前を付けて保存］コマンドや［上書き保存］コマンドをおこなったときに新しいファイ

ルから数回前（設定値による）のファイルを保存しておきます。たとえば、「履歴の数：３個」とすると同ファイル名の

前前前回までのデータが残っています。 
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